
サーバ OS のインストール

この章の内容は、次のとおりです。

• OSのインストール方法, 1 ページ

• KVMコンソール, 1 ページ

• PXEインストールサーバ, 3 ページ

• USBポートからのオペレーティングシステムの起動, 4 ページ

OS のインストール方法
Cシリーズサーバは、複数のオペレーティングシステムをサポートしています。インストールさ
れている OSに関係なく、次のいずれかのツールを使用してサーバに OSをインストールできま
す。

• KVMコンソール

• PXEインストールサーバ

KVM コンソール
KVMコンソールはCisco IMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボー
ド、ビデオ、マウス（KVM）の直接接続をエミュレートします。KVMコンソールを使用すると、
リモートの場所からサーバに接続できます。

サーバに物理的に接続されたCD/DVDドライブまたはフロッピードライブを使用する代わりに、
KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮想CD/DVDドライブまたはフロッピー
ドライブにマップされる実際のディスクドライブまたはディスクイメージファイルです。次の

いずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）
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•コンピュータ上の USBフラッシュドライブ

•ネットワーク上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•ネットワーク上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•ネットワーク上の USBフラッシュドライブ

KVMコンソールを使用してサーバに OSをインストールできます。

Windows Server 2003の Internet Explorer 6 SP1から KVMコンソールを起動すると、必要なファ
イルをダウンロードできないことがブラウザから報告されます。この場合、ブラウザの [Tools]
メニューをクリックし、[InternetOptions]を選択します。[Advanced]タブをクリックし、[Security]
セクションの [Do not save encrypted pages to disk]チェックボックスをオフにします。KVMコン
ソールを再度起動します。

（注）

KVM コンソールを使用した OS のインストール

この手順では、基本的なインストール手順についてのみ説明します。Linux、VMware、および
Windowsのインストールの詳細なガイドについては、次の URLを参照してください。http://
www.cisco.com/en/US/products/ps10493/products_installation_and_configuration_guides_list.html

（注）

はじめる前に

• OSインストールディスクまたはディスクイメージファイルを見つけます。

• OSをインストールするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 OSインストールディスクをCD/DVDドライブにロードするか、ディスクイメージファイルをコ
ンピュータにコピーします。

ステップ 2 Cisco IMCが開いていない場合は、ログインします。

ステップ 3 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [サーバ（Server）]タブをクリックします。

ステップ 4 [サーバ（Server）]タブの [リモートプレゼンス（Remote Presence）]をクリックします。

ステップ 5 [リモートプレゼンス（Remote Presence）]ペインの [仮想 KVM（Virtual KVM）]タブをクリック
します。

ステップ 6 [アクション（Actions）]領域で、[KVMコンソールの起動（Launch KVMConsole）]をクリックし
ます。
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[KVMコンソール（KVM Console）]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 7 KVMコンソールから、[VM]タブをクリックします。

ステップ 8 [VM]タブで、次のいずれかの方法を使用して仮想メディアをマップします。

• OSインストールディスクが含まれているCD/DVDドライブの [マップ済み（Mapped）]チェッ
クボックスをオンにします。

• [イメージの追加（Add Image）]をクリックし、OSインストールディスクイメージに移動し
てこれを選択します。[開く（Open）]をクリックしてディスクイメージをマウントし、マウ
ントされたディスクイメージの [マップ済み（Mapped）]チェックボックスをオンにします。

OSのインストールプロセスの間は、[VM]タブを開いたままにしておく必要がありま
す。このタブを閉じると、すべての仮想メディアのマップが解除されます。

（注）

ステップ 9 サーバをリブートし、ブートデバイスとして仮想 CD/DVDドライブを選択します。
サーバをリブートすると、仮想CD/DVDドライブからインストールプロセスが開始します。残り
のインストールプロセスについては、インストールしている OSのインストレーションガイドを
参照してください。

次の作業

OSのインストールが完了したら、仮想メディアのブート順を元の設定にリセットします。

PXE インストールサーバ
Preboot Execution Environment（PXE）インストールサーバを使用すると、クライアントはリモー
トの場所から OSをブートおよびインストールできます。この方法を使用するには、PXE環境が
設定されていて、VLAN（通常は専用のプロビジョニング VLAN）で使用できるようになってい
る必要があります。さらに、サーバがネットワークからブートするように設定されている必要が

あります。サーバは、ブートすると、PXE要求をネットワーク経由で送信します。PXEインス
トールサーバは、この要求に応答確認し、サーバに OSをインストールするイベントのシーケン
スを開始します。

PXEサーバは、インストールディスク、ディスクイメージ、またはスクリプトを使用して、OS
をインストールできます。また、独自のディスクイメージを使用して、OS、追加コンポーネン
ト、またはアプリケーションをインストールすることもできます。

PXEインストールは、多数のサーバにOSをインストールする場合に効率のよい方法です。た
だし、この方法を使用するには PXE環境をセットアップする必要があることを考えると、他
のインストール方法を使用する方が簡単な場合があります。

（注）
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PXE インストールサーバを使用した OS のインストール

はじめる前に

• VLAN経由でサーバに到達できることを確認します。

• OSをインストールするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 PXEのブート順を最初に設定します。

ステップ 2 サーバをリブートします。

VLANで PXEインストールサーバを使用できる場合は、サーバが再起動するとインストールプ
ロセスが開始します。通常、PXEインストールは自動化されており、追加のユーザ入力を必要と
しません。残りのインストールプロセスについては、インストールしている OSのインストレー
ションガイドを参照してください。

次の作業

OSのインストールが完了したら、LANのブート順を元の設定にリセットします。

USB ポートからのオペレーティングシステムの起動
すべてのCisco UCS Cシリーズサーバでは、サーバ上の任意のUSBポートからオペレーティング
システムを起動できます。ただし、USBポートから OSを起動する前に、いくつかのガイドライ
ンを考慮する必要があります。

•ブート順序の設定を保持するために、内部USBポートを使ってOSを起動することをお勧め
します。

• USBポートから OSを起動する前に、そのポートを有効にしておく必要があります。

デフォルトでは、USBポートは有効になっています。USBポートを無効化している場合、そ
こからOSを起動する前に有効にする必要があります。無効化されたUSBポートを有効にす
る方法については、サーバ固有のインストールおよびサービスガイドにある『Enabling or
Disabling the Internal USB Port』のトピックを参照してください。次のリンクを利用できま
す。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10493/prod_installation_guides_list.html

• USBポートからOSを起動した後、そのUSBソースからサーバが毎回ブートするよう、下位
レベルのブート順序を設定する必要があります。
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